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都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜現状の空き家状況把握
小地域別空き家の増減（推計）

1. 国総研モデルの活用による分析（空き家データを保有していない自治体向け）

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②空き家推計データ

02｜データ作成

03｜データ分析



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

②空き家推計データ
・将来人口・世帯予測ツールから空き家増加数推計値データ（csv形式）
をダウンロード

※手順は次ページ



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

①e-Stat（政府統計の総合窓口）のトップ
ページから地図（統計GIS）をクリック
します。

②

①基礎データ｜小地域データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から小地域データをダウンロード

②「境界データダウンロード」をクリック
します。

①

③「境界一覧」内の「小地域」を選択
します。

③
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

①基礎データ｜小地域データの入手

④国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）をクリックします。

④

⑤データ形式一覧より、「世界測地系平面直
角座標系・Shapefile」をクリックします。

⑤
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

①基礎データ｜小地域データの入手

⑥地域リストより「34広島県」をクリックし
ます。

⑦「34209三次市」のShapefileをダウンロー
ドします。

⑧ダウンロードしたファイルを展開後、同
フォルダの中にshp、shx、dbf、prjの拡張子
をもつ４つのファイルがあることを確認し
ます。

⑥

⑦

⑧
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手
・G空間情報センター（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2）

①Ｇ空間情報センターhttps://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2）にログイン後、将来人口・世帯
予測ツールのページから対象地域（広島県）のツールページへのリンクをクリックします。

スクロールダウン
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手

②対象地域（広島県）のページから「ダウンロード」をクリック、
「利用規約を承諾する」をクリックするとダウンロードが始まります。

「ダウンロード」を
クリック

「利用規約を承諾する」
をクリックすると
ダウンロードが
始まります。

ダウンロードの完了後、
圧縮ファイルを展開すると
「将来人口・世帯予測ツールＶ２」フォルダ
が作成されます。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手

③「将来人口・世帯予測ツールＶ２」フォルダをクリックして、フォルダ内の６つのフォルダの中から
「01_将来人口・世帯予測プログラム」を開きます。

フォルダ内の
「01_将来人口・世帯予測プログラム」をクリック

Excelファイルを起動すると
将来人口・世帯予測プログラムのパネルが起動します。

⑤対象市区町村の設定
をクリックします。

⑥選択画面で
都道府県名、市区町村名を
選択します。
今回は「三次市」を選択します。

④フォルダ内の「将来人口・世帯予測プログラム_V2_4.xlsm」
を起動します。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手

⑧「コーホート変化率法」か「コーホート要因法」
のどちらかを選択します。

⑦「対象市区町村の設定」の☑が入っているのを確認後、
「人口予測手法の設定」をクリックします。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手

⑨「入力データの確認・修正」をクリックして、
＜入力データの作成＞画面では、「データ確認・修正」
をクリックします。

⑩入力データとして、平成27年の
小地域別人口データが開きます。
確認後、☑を入れて、
「設定終了」をクリックします。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手

⑪「将来人口・世帯予測の実行」をクリックします。
⑫続けて、「予測結果の確認」をクリック、「将来人口・世帯予測ツールＶ２」＞「01_将来人口・世帯
予測プログラム」のフォルダ内に「人口・世帯予測結果.csv」を保存します。

⑬フォルダ内に、「人口・世帯予測結果.csv」が作成されていることを確認します。

⑫

⑪

⑫

⑬
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手

⑭「人口・世帯予測結果.csv」をクリックして開きます。ファイルには、平成27年（国勢調査）から平成
57年（推計値）まで5年間隔の小地域別人口総数、年齢帯別（5歳階層）、男女別・年齢別の人口・世
帯などの推計値が確認できます。

⑮市区町村コード、町丁字コード、地域識別番号、町丁字名、平成32年空き家増加数の列だけを残し整理
します。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

②空き家増加数推計データ｜将来人口・世帯予測ツールによるデータ入手

⑰QGISでデータ型を正しく読み込ませるために、各
フィールドと同じ順序でデータ型を指定するファイル
をメモ帳などで作成します。

⑯将来人口推計結果をGISで正しく読み込むため、「将来人口・世帯予測ツールV2」フォルダの
「05_マニュアル」内にある「05_QGISによる表示方法についてV2_0.pdf」を参考にKEY_CODEを作成します。

市町村CD ⇒”String”（文字型）
町丁字CD⇒”String”（文字型）
地域識別NO⇒”String”（文字型）
KEYCODE⇒”String”（文字型）
町丁字名⇒”String”(文字型）
2020空き家⇒”Integer”（整数型）

各フィールドのデータ型

⑱作成したファイルは、人口・世帯予測結果のcsvと同名
のファイルで、拡張子を「csvt」として同じフォルダ
に格納します。
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①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

②



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

02｜データ作成

③データが読み込まれ、レイヤパネルにデータが表示され、マップビューに小地域マップが表示されました。

レイヤパネル

マップビュー
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STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

④読み込まれたデータの「空間参照座標系（CRS）」を確認します。

レイヤウィンドウ上のレイヤ名を右クリック＞プロパティ＞ソースタブの「設定されたCRS」で対象地
域の平面直角座標（この場合、JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅲ）になっていることを確認します。

⑤確認ができたら、レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

④
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

①空き家増加数データのcsvファイルをQGIS上にドラッグ＆ドロップします。
②レイヤパネルに空き家増加数のテーブルが作成されました。

②

・GIS上で可視化するために、空き家増加数データと小地域境界データを結合します。

テーブル結合をクリック

＋ボタンを押します

③小地域境界データを右クリック＞プロパティを選
択します。

④レイヤプロパティウィンドウのテーブル結合タブ
をクリックし、＋ボタンを押します。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

⑤ベクタ結合を追加ウィンドウが開きます。

⑥結合レイヤに空き家増加数のCSVを選択し、
結合基準の属性およびターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

⑦結合フィールドを「2020空き家」にチェックを入れます。

⑧カスタムフィールド名の接頭辞の内容を削除し、
OKボタンを押します。

⑥

⑦

⑧

⑨OKボタンにて、レイヤプロパティウィンドウを閉じ
ます。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

⑩小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。
⑪属性テーブルの一番右の列に「2020空き家」が追加されているのを確認します。

⑪

・小地域境界データに空き家増加数の属性が結合されているか確認をします。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③OKボタンを押します。 連続地による定義

値：2020空き家

カラーランプ：Reds

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定

21

03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家増加数分布図



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家の増減

④2020年の空き家増加数分布図が作成されました。
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家増加数分布図



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜現状の空き家状況把握
小地域別空き家率の可視化

2. 自治体保有データによる分析

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②空き家率データ

02｜データ作成

03｜データ分析



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

②空き家率データ
・自治体保有の空き家調査データ（Excel形式）
・建物（固定資産台帳）データ（Excel形式） を活用



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①e-Stat（政府統計の総合窓口）のトッ
プページから地図（統計GIS）をクリッ
クします。

②

①基礎データ｜小地域データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から小地域データをダウンロード

②「境界データダウンロード」をクリック
します。

①

③「境界一覧」内の「小地域」を選択
します。

③

25



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①基礎データ｜小地域データの入手

④国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）をクリックします。

④

⑤データ形式一覧より、「世界測地系平面直
角座標系・Shapefile」をクリックします。

⑤
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①空き家調査データを準備します。個別（建物単
位）データの場合、エクセルなどのソフトを用い
て、小地域ごとに集計します。
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②同様に建物データも準備します。固定資産台帳
データ等を用いて、小地域ごとに住宅系用途の建
物数を集計します。

③①,②のデータを一つのファイルに統合し、空き家
率を算出します。CSV形式で保存し、ファイル名
は「安芸高田市_空き家率.csv」としました。

空き家率（％）＝空き家数÷住宅系建物数×100

②空き家調査データ｜空き家率の算定

①

②

③



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

②



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

02｜データ作成

③データが読み込まれ、レイヤパネルにデータが表示され、マップビューに小地域マップが表示されました。

レイヤパネル

マップビュー
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STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④読み込まれたデータの「空間参照座標系（CRS）」を確認します。

レイヤウィンドウ上のレイヤ名を右クリック＞プロパティ＞ソースタブの「設定されたCRS」で対象地
域の平面直角座標（この場合、JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅲ）になっていることを確認します。

⑤確認ができたら、レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

④
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①小地域境界データを右クリック＞エクスポート＞地物の保存を選択します。
②形式に「カンマで区切られた値」を選択し、ファイル名を入力します。
③「保存されたファイルを地図に追加する」のチェックを外し、「OK」ボタンを押します。
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②

③

ファイル名の登録

チェックを外す

①

02｜データ作成

STEP 02 データの集計



④エクスポートした小地域境界データのcsvファイルから「KEYCODE」、「S_NAME」の列だけを残します。
⑤小地域境界データと空き家調査データの準備で作成した「安芸高田市_空き家率.csv」を一つのファイルに
まとめ、CSV形式で保存します。ファイル名は「安芸高田市_小地域別空き家率.csv」としました。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

例）安芸高田市_小地域別空き家率.csv

02｜データ作成

STEP 02 データの集計



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑥QGISでデータ型を正しく読み込ませるために、各
フィールドと同じ順序でデータ型を指定するファイル
をメモ帳などで作成します。

KEYCODE⇒”String”（文字型）
S_NAME⇒”String”（文字型）
空き家数⇒”Integer”（整数型）
住宅系建物数⇒”Integer”（整数型）
空き家率⇒”Real”（小数点付き数値型）

各フィールドのデータ型

⑦作成したファイルは、空き家率のcsvと同じファイル名
で、拡張子を「csvt」として同じフォルダに格納しま
す。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①空き家率データをQGISで読み込みます。「安芸高田市_小地域別空き家率」のcsv データをQGIS上にドラッ
グ＆ドロップします。

②レイヤパネルに安芸高田市_空き家率テーブルが追加されました。
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①

STEP 01 データの結合

②

03｜データ分析



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

③小地域別境界データを右クリック＞プロパティ＞テー
ブル結合タブをクリックし、左下の「＋」ボタンから
ベクタ結合を追加ウィンドウを開きます。

④結合レイヤに「安芸高田市_空き家率」レイヤを選択
し、結合基準の属性及びターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

⑤結合フィールドに「空き家率」を選択し、カスタム
フィールド名の接頭辞の内容を削除します。

⑥OKボタンを押します。

④

⑤

⑥
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STEP 01 データの結合 ③

・空き家率データを小地域境界データに結合します。

03｜データ分析



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合

⑦値エリアに「安芸高田市_小地域空き家率」が設定されているのを確認し、「OK」ボタンを押して、
レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

⑦

⑧小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。属性テーブルの一番右の列
に「空き家率」が追加されているのを確認します。

⑧



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③OKボタンを押します。

連続地による定義

値：空き家率

カラーランプ：Reds

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家率図



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④小地域別空き家率図が作成されました。
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家率図



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜現状の空き家状況把握
小地域別空き家率の可視化

3. 自治体保有データ（Shapefile）と民間データの組合せによる分析

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②空き家率データ

02｜データ作成

03｜データ分析



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

②空き家調査データ
・自治体保有の空き家調査データ（shapeファイル形式）
・ゼンリン建物ポイントデータ（csv形式） を活用



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①e-Stat（政府統計の総合窓口）のトッ
プページから地図（統計GIS）をクリッ
クします。

②

①基礎データ｜小地域データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から小地域データをダウンロード

②「境界データダウンロード」をクリック
します。

①

③「境界一覧」内の「小地域」を選択
します。

③
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①基礎データ｜小地域データの入手

④国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）をクリックします。

④

⑤データ形式一覧より、「世界測地系平面直
角座標系・Shapefile」をクリックします。

⑤

42



43

現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①建物ポイントデータを準備します。ゼンリン建物ポイントデータ2020には、建物の住所コード、建物
名、階数、建物分類などが確認できます。

②今回は空き家率を算出するため、建物分類（住居系用途“1001” ～ “1008”）、経度、緯度の列だけを残し、
csvデータで保存します。ファイル名は「三次市_住宅系建物2020.csv」としました。

ゼンリン建物ポイントデータ2020仕様書

②空き家調査データ｜住居系建物データの作成



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。

44

現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

②



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

02｜データ作成

③データが読み込まれ、レイヤパネルにデータが表示され、マップビューに小地域マップが表示されました。

レイヤパネル

マップビュー

45

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④読み込まれたデータの「空間参照座標系（CRS）」を確認します。

レイヤウィンドウ上のレイヤ名を右クリック＞プロパティ＞ソースタブの「設定されたCRS」で対象地
域の平面直角座標（この場合、JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅲ）になっていることを確認します。

⑤確認ができたら、レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

④
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

⑥空き家調査データ（ shapeファイル）を準備し、QGIS上にドラッグ＆ドロップします。

⑥



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑦レイヤパネルに空き家位置データテーブルが追加され、可視化されました。

⑦
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



02｜データ作成

現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑧住居系建物ポイントデータ（csvファイル）をQGISで読み込みます。メニューバー＞「レイヤ」＞「レイ
ヤを追加」＞「CSVテキストレイヤを追加」を選択します。
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⑧

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑨ファイル名より「住居系建物ポイントデー
タ」を追加し、文字コードは「Shift-JIS」を
選択します。

⑩ポイント座標のX属性は「経度」、Y属性は
「緯度」を選択します。

⑨

⑪追加ボタンを押し、レイヤプロパティウィ
ンドウを閉じます。
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⑩

⑪

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑫レイヤパネルに住居系建物ポイントテーブルが追加され、可視化されました。

⑫
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①メニューバー＞「ベクタ」＞「解析ツール」＞「ポリゴン内の点の数」を選択します。
②ポリゴンレイヤに「小地域境界データ」、ポイントレイヤに「空き家位置」を選択し、「実行ボタン」
を押します。

③計算が終了したら、「閉じる」ボタンを押します。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

①

②

・ポイントデータを小地域ごとに集計します。



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④レイヤパネルに「カウント」レイヤが作
成されました。

⑤「カウント」レイヤ右クリック＞「属性
テーブルを開く」をクリックします。

⑥属性テーブルの右端に、空き家数がカウ
ントされた「NUMPOINTS」が作成されて
いることを確認し。属性テーブルを閉じ
ます。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

④

⑥



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

・CSVファイルとしてエクスポートします。

⑦「カウント出力」レイヤ右クリック＞「エクス
ポート」＞「地物の保存」をクリックします。

⑧形式を「カンマで区切られた値［CSV］」、ファ
イル名は「三次市_空き家数」として保存先を指
定し、CRSは「JGD2000/Japan Plane Rectangular CS 
Ⅲ」、文字コードを「Shift_JIS」設定します。

⑨「保存されたファイルを地図に追加する」の
チェックボックスを外し、「OK」ボタンを押しま
す。

⑩「住居系建物」についても①～⑨と同じ手順で
CSVファイルとしてエクスポートします。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

⑦

⑧

⑨



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑪エクセルなどを使用し、「KEY_CODE」と空き家数及び住居系建物数の「NUMPOINTS」をひとつのファイ
ルにまとめ、空き家率を算出し、CSV形式で保存します。ファイル名は「三次市_空き家率.csv」としまし
た。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

空き家率（％）＝空き家数÷住居系建物数×100

・小地域別に空き家率を算出します。



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑫QGISでデータ型を正しく読み込ませるために、各
フィールドと同じ順序でデータ型を指定するファイル
をメモ帳などで作成します。

KEYCODE⇒”String”（文字型）
空き家数⇒”Integer”（整数型）
住宅系建物数⇒”Integer”（整数型）
空き家率⇒”Real”（小数点付き数値型）

各フィールドのデータ型

⑬作成したファイルは、空き家率のcsvと同名のファイル
で、拡張子を「csvt」として同じフォルダに格納しま
す。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①三次市_空き家率のcsvファイルをQGIS上にドラッグ＆
ドロップします。

②小地域別境界データを右クリック＞プロパティ＞テー
ブル結合タブをクリックし、左下の「＋」ボタンから
ベクタ結合を追加ウィンドウを開きます。

③結合レイヤに「空き家数」レイヤを選択し、
結合基準の属性およびターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

④結合フィールドに「空き家率」を選択し、カスタム
フィールド名の接頭辞の内容を削除します。

⑤OKボタンを押します。

③

④

⑤
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合 ②

・空き家率データを小地域境界データに結合します。



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合

⑥値エリアに「三次市_空き家率」が設定されているのを確認し、「OK」ボタンを押して、
レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

⑥

⑦小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。属性テーブルの一番右の列
に「空き家率」が追加されているのを確認します。

⑦



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③OKボタンを押します。

連続地による定義

値：空き家率

カラーランプ：Reds

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家率図



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④小地域別空き家率図が作成されました。
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家率図



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜現状の空き家状況把握
小地域別空き家率の可視化

4. 自治体保有データ（csv形式）と民間データの組合せによる分析

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②空き家率データ

02｜データ作成

03｜データ分析



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

※手順は次ページ

②空き家率データ
・自治体保有の空き家調査データ（csv形式）
・ゼンリン建物ポイントデータ（csv形式） を活用

※建物ポイントデータのサンプルデータは、下記の公開データを提供

G空間情報センター（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/gunma-kiso）

群馬県都市計画基礎調査 「前橋市都市計画基礎調査（建物）集計データ」（csv形式）



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①e-Stat（政府統計の総合窓口）のトッ
プページから地図（統計GIS）をクリッ
クします。

②

①基礎データ｜小地域データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から小地域データをダウンロード

②「境界データダウンロード」をクリック
します。

①

③「境界一覧」内の「小地域」を選択
します。

③
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①基礎データ｜小地域データの入手

④国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）をクリックします。

④

⑤データ形式一覧より、「世界測地系平面直
角座標系・Shapefile」をクリックします。

⑤

64



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①基礎データ｜小地域データの入手

⑥地域リストより「10群馬県」をクリックし
ます。

⑦「10201前橋市」のShapefileをダウンロー
ドします。

⑧ダウンロードしたファイルを展開後、同
フォルダの中にshp、shx、dbf、prjの拡張子
をもつ４つのファイルがあることを確認し
ます。

⑥

⑦

⑧

65



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。
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現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

②



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

02｜データ作成

③データが読み込まれ、レイヤパネルにデータが表示され、マップビューに小地域マップが表示されました。

レイヤパネル

マップビュー
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STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④読み込まれたデータの「空間参照座標系（CRS）」を確認します。

レイヤウィンドウ上のレイヤ名を右クリック＞プロパティ＞ソースタブの「設定されたCRS」で対象地域
の平面直角座標（この場合、JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅸ）になっていることを確認します。

⑤確認ができたら、レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

④
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑦メニューバー＞「レイヤ」＞「レイヤを追加」＞「CSVテキストレイヤを追加」を選択します。
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⑦

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

⑥空き家調査データを読み込みます。



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑧ファイル名に空き家調査データ「前橋市空
き家」を追加し、文字コードは「Shift-JIS」
を選択します。

⑨ポイント座標のX属性は「経度」、Y属性は
「緯度」を選択します。

⑧

⑩追加ボタンを押し、レイヤプロパティウィ
ンドウを閉じます。
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⑨

⑩

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑪レイヤパネルに前橋市空き家テーブルが追加され、可視化されました。

⑪
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



72

現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑫建物ポイントデータを準備します。ゼンリン建物ポイントデータ2020には、建物の住所コード、建物
名、回数、建物分類などが確認できます。

⑬今回や空き家率を算出するため、建物分類（住居系用途“1001”～ “1008”）、経度、緯度の列だけを残し
整理します。

ゼンリン建物ポイントデータ2020仕様書

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



02｜データ作成

現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑭空き家調査データと同様に、メニューバー＞「レイヤ」＞「レイヤを追加」＞「CSVテキストレイヤを追
加」を選択します。
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⑭

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑮ファイル名より「住居系建物ポイントデー
タ」を追加し、文字コードは「Shift-JIS」を
選択します。

⑯ポイント座標のX属性は「経度」、Y属性は
「緯度」を選択します。

⑮

⑰追加ボタンを押し、レイヤプロパティウィ
ンドウを閉じます。
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⑯

⑰

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑱レイヤパネルに住居系建物ポイントテーブルが追加され、可視化されました。

⑱
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①メニューバー＞「ベクタ」＞「解析ツール」＞「ポリゴン内の点の数」を選択します。

②ポリゴンレイヤに「小地域境界データ」、ポイントレイヤに「前橋市空き家」を選択し、「実行ボタ
ン」を押します。

③計算が終了したら、「閉じる」ボタンを押します。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

①

②



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④レイヤパネルに「カウント出力」レイヤ
が作成されました。

⑤「カウント出力」レイヤ右クリック＞
「属性テーブルを開く」をクリックしま
す。

⑥属性テーブルの右端に、空き家数がカウ
ントされた「NUMPOINTS」が作成されて
いることを確認し、属性テーブルを閉じ
ます。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

④

⑥



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

・CSVファイルとしてエクスポートします。

⑦「カウント出力」レイヤ右クリック＞「エクス
ポート」＞「地物の保存」をクリックします。

⑧形式を「カンマで区切られた値［CSV］」、ファ
イル名は「空き家数」として保存先を指定し、
CRSは「JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅸ」、
文字コードを「Shift_JIS」設定します。

⑨「OK」ボタンを押します。

⑩「住居系建物数」についても同様にCSVファイル
としてエクスポートします。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

⑦

⑧

⑨



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑪エクセルなどを使用し、「KEY_CODE」と空き家数及び住居系建物数の「NUMPOINTS」をひとつのファイ
ルにまとめ、空き家率を算出し、CSV形式で保存します。ファイル名は「空き家率.csv」としました。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計

空き家率（％）＝空き家数÷住居系建物数×100



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

②ベクタ結合を追加ウィンドウが開きます。

③結合レイヤに「空き家数」レイヤを選択し、
結合基準の属性およびターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

④結合フィールドを「空き家率」にチェックを入れます。

⑤OKボタンを押します。

③

④

⑤

⑥OKボタンにて、レイヤプロパティウィンドウを閉じ
ます。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合

①小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にドラッグ
＆ドロップします。



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

⑦小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。
⑧属性テーブルの一番右の列に「空き家率」が追加されているのを確認します。

⑧

・小地域境界データに空き家増加数の属性が結合されているか確認をします。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③OKボタンを押します。

連続地による定義

値：2020空き家

カラーランプ：Reds

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家率図



現状の空き家状況把握｜小地域別空き家率

④小地域別空き家率図が作成されました。
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別空き家率図



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜将来の空き家発生エリアの予測
小地域別の高齢化率図

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②人口データ

02｜データ作成

03｜データ分析



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

②人口データ
・e-Statから国勢調査（2015年）年齢別（75歳以上）データを
ダウンロード

※手順は次ページ



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

①e-Stat（政府統計の総合窓口）のトッ
プページから地図（統計GIS）をクリッ
クします。

②

①基礎データ｜小地域データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から小地域データをダウンロード

②「境界データダウンロード」をクリック
します。

①

③「境界一覧」内の「小地域」を選択
します。

③
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

①基礎データ｜小地域データの入手

④国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）をクリックします。

④

⑤データ形式一覧より、「世界測地系平面直
角座標系・Shapefile」をクリックします。

⑤
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

①基礎データ｜小地域データの入手

⑥地域リストより「10群馬県」をクリックし
ます。

⑦「10201前橋市」のShapefileをダウンロー
ドします。

⑧ダウンロードしたファイルを展開後、同
フォルダの中にshp、shx、dbf、prjの拡張子
をもつ４つのファイルがあることを確認し
ます。

⑥

⑦

⑧
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

①e-Stat（政府統計の総合窓口）のトッ
プページから地図（統計GIS）をクリッ
クします。

②

②人口データ｜75歳以上人口（小地域別）データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から小地域データをダウンロード

②「統計データダウンロード」をクリック
します。

①
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

②人口データ｜75歳以上人口（小地域別）データの入手

③国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）＞年齢（5歳階級、4区分）別、男女別
人口 をクリックします。

③

④都道府県より絞込み検索より、「10群馬県」
をクリックします。 ④
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

②人口データ｜75歳以上人口（小地域別）データの入手

⑤地域リストより「10群馬県」のcsvデータを
クリックし、ダウンロードします。

⑥ダウンロードしたファイルを展開後、同
フォルダの中に.txtの拡張子をもつファイル
があることを確認します。

⑤

⑥
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⑦拡張子を「.txt」から「.csv」に変換します。 ⑦



⑧ダウンロードしたcsvファイルには、平成27年（国勢調査）の小地域別人口総数、年齢帯別（5歳階層）、
男女別・年齢別の人口が確認できます。

⑨KEY_CODE、CITYNAME、NAME、人口総数、総数75歳以上の列だけを残し整理し、高齢化率を算出します。
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

②人口データ｜75歳以上人口（小地域別）データの入手



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

②人口データ｜75歳以上人口（小地域別）データの入手

⑩QGISでデータ型を正しく読み込ませるために、各
フィールドと同じ順序でデータ型を指定するファイル
をメモ帳などで作成します。

KEYCODE⇒”String”（文字型）
CITY NAME⇒”String“（文字型）
NAME⇒”String”（文字型）
人口総数⇒”Real”（小数点付き数値型）
総数75歳以上⇒” Real”(小数点付き数値型）
高齢化率⇒”Real”（小数点付き数値型）

各フィールドのデータ型

⑪作成したファイルは、人口・世帯予測結果のcsvと同名
のファイルで、拡張子を「csvt」として同じフォルダ
に格納します。
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①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

②



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

02｜データ作成

③データが読み込まれ、レイヤパネルにデータが表示され、マップビューに小地域マップが表示されました。

レイヤパネル

マップビュー
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STEP 01 データの読み込み



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

④読み込まれたデータの「空間参照座標系（CRS）」を確認します。

レイヤウィンドウ上のレイヤ名を右クリック＞プロパティ＞ソースタブの「設定されたCRS」で対象地域
の平面直角座標（この場合、JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅸ）になっていることを確認します。

⑤確認ができたら、レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

④
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

①高齢化率を算出したcsvファイルをQGIS上にドラッグ＆ドロップします。

②レイヤパネルに高齢化率のテーブルが作成されました。

②

・GIS上で可視化するために、高齢化率データと小地域境界データを結合します。

テーブル結合をクリック

＋ボタンを押します

③小地域境界データを右クリック＞プロパティを選
択します。

④レイヤプロパティウィンドウのテーブル結合タブ
をクリックし、＋ボタンを押します。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

⑤ベクタ結合を追加ウィンドウが開きます。

⑥結合レイヤに空き家増加数のCSVを選択し、
結合基準の属性およびターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

⑦結合フィールドを「高齢化率」にチェックを入れます。

⑧カスタムフィールド名の接頭辞の内容を削除し、
OKボタンを押します。

⑥

⑦

⑧

⑨OKボタンにて、レイヤプロパティウィンドウを閉じ
ます。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

⑩小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。
⑪属性テーブルの一番右の列に「高齢化率」が追加されているのを確認します。

⑪

・小地域境界データに空き家増加数の属性が結合されているか確認をします。
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③OKボタンを押します。

連続地による定義

値：高齢化率

カラーランプ：Blues

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別高齢化率図



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

④2015年の小地域別高齢化率図が作成されました。
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03｜データ分析

STEP 02 マップの作成｜小地域別高齢化率図



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

①「空き家率.csv」をマップ上にドラッグ&ドロップし、読み込みます。
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03｜データ分析

STEP 03 空き家率との相関分析

・小地域ごとの高齢化率について空き家率と相関分析を行います。

①



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

②小地域境界データを右クリック＞「テーブル結合タブ」を選択し、「空き家率.csv」を結合し、
マップに戻ります。
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03｜データ分析

STEP 03 空き家率との相関分析



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

③属性テーブルを開き、空き家率が追加されていることを確認します。
確認ができたら、属性テーブルを閉じてマップに戻ります。
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03｜データ分析

③

STEP 03 空き家率との相関分析



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

④小地域境界データを右クリック＞エクスポート＞地物の保存を選択します。
⑤形式に「カンマで区切られた値」を選択し、ファイル名を入力します。
⑥「保存されたファイルを地図に追加する」のチェックを外し、「OK」ボタンを押します。
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03｜データ分析

④

⑤

⑥

ファイル名の登録

チェックを外す

STEP 03 空き家率との相関分析



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別高齢化率図

⑦Excelなどのソフトを用いて、高齢化率について空き家率と相関分析を行います。
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03｜データ分析

STEP 03 空き家率との相関分析



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜将来の空き家発生エリアの予測
小地域別のファミリー世帯分布図

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②世帯データ

02｜データ作成

03｜データ分析



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

②世帯データ
・e-Statから国勢調査（2015年）世帯人員別一般世帯数データを
ダウンロード

※手順は次ページ

⇒小地域別高齢化率図（P.86～P.88） を参照



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図

①e-Stat（政府統計の総合窓口）のトッ
プページから地図（統計GIS）をクリッ
クします。

②

②世帯データ｜ファミリー世帯数データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から世帯人員別一般世帯数データをダウンロード

②「統計データダウンロード」をクリック
します。

①
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将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図

③「国勢調査」＞2015年＞小地域（町
丁・字等別）＞世帯人員別一般世帯数
をクリックします。

②世帯データ｜ファミリー世帯数データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から世帯人員別一般世帯数データをダウンロード
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③

④地域リストより「10群馬県」のcsvデー
タをクリックし、ダウンロードします。 ④

⑤ダウンロードしたファイルを展開し、
ファイルの拡張子を「.txt」から
「.csv」に変換します。

⑤



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図

⑥CSVファイルを開き、「一般世帯数（世帯人員６人以上含む）」から「世帯人員１人」および「世帯人
員２人」を引き、３人以上の世帯数を「ファミリー世帯_2015 」として算出します。

②世帯データ｜ファミリー世帯数データの入手
・e-Stat（e-stat.go.jp）から世帯人員別一般世帯数データをダウンロード
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⑦「KEY_CODE」「ファミリー世帯_2015」の列を残し、CSV形式で保存します。

⑧「KEY_CODE」「ファミリー世帯_2015」の列を残し、CSV形式で保存します。
ここでは、ファイル名を「ファミリー世帯数2015.csv」としました。
csvtファイルについてもメモ帳などで作成しておきます。



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図

①QGISを起動し、小地域境界データのshapeファイル、「ファミリー世帯数2015.csv」をマップ上へドラッ
グ&ドロップします。
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

①



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図
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・GIS上で可視化するために、ファミリー世帯数データと小地域境界データを結合します。

①小地域境界データを右クリック＞プロパティ＞テーブル結合タブ
をクリックします。

②結合レイヤに「ファミリー世帯数2015」を選択し、
KEY_CODEを照合キーとして結合します。

③結合フィールドの項目に「ファミリー世帯_2015」を選択し、
カスタムフィールド名の接頭辞の内容を削除します。

④「OK」ボタンを押します。

03｜データ分析

STEP 01 データの結合

②

③

④



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合

⑤値エリアに「ファミリー世帯数2015」が設定されているのを確認し、「OK」ボタンを押して、
レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

⑤

⑥小地域境界データを右クリック＞属性テーブルを開く を選択し、属性テーブルの一番右の列に
「ファミリー世帯_2015」の列が追加されているのを確認しておきます。
確認できたら、属性テーブルを閉じておきます。

⑥



①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③以下のように設定を行い、「OK」ボタンを押します。

将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図
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連続地による定義

値：ファミリー世帯_2015

カラーランプ：Greens

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定

STEP 02 マップの作成｜小地域別のファミリー世帯分布図

03｜データ分析



④小地域別のファミリー世帯分布図が作成されました。

将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図
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STEP 02 マップの作成｜小地域別のファミリー世帯分布図

03｜データ分析



⇒高齢化率と同様の手順で、相関分析を行います。

将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別のファミリー世帯分布図
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03｜データ分析

STEP 03 空き家率との相関分析

・小地域ごとのファミリー世帯数について空き家率と相関分析を行います。



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜将来の空き家発生エリアの予測
小地域の住宅老朽化率図（重点区域）

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②住宅ストックデータ

02｜データ作成

03｜データ分析



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別の住宅老朽化率図（重点区域）
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

②住宅ストックデータ
・自治体保有の固定資産税台帳データを活用
⇒Excelなどのソフトを用いて、小地域別に老朽化率を算出

⇒小地域別高齢化率図（P.86～P.88）を参照

例）老朽化率.csv

老朽化率（％）＝住宅用用途かつ築30年以上の建物数÷全住宅棟数×100



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別の住宅老朽化率図（重点区域）

①QGISを起動し、小地域境界データのshapeファイル、「老朽化率.csv」をマップ上へドラッグ&ドロップ
します。
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

①



将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別の住宅老朽化率図（重点区域）
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・GIS上で可視化するために、老朽化率データと小地域境界データを結合します。

①小地域境界データを右クリック＞プロパティ＞テーブル結合タブ
をクリックします。

②結合レイヤに「老朽化率」を選択し、
結合基準属性に「小地域名」
ターゲット属性に「S_NAME」を指定します。

③結合フィールドの項目に「老朽化率」を選択し、
カスタムフィールド名の接頭辞の内容を削除します。

④「OK」ボタンを押し、レイヤプロパティも閉じます。

03｜データ分析

STEP 01 データの結合

②

③

④



①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。
③以下のように設定を行い、「OK」ボタンを押します。

将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別の住宅老朽化率図（重点区域）
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STEP 02 マップの作成｜小地域別の住宅老朽化率図

連続地による定義

値：老朽化率

カラーランプ：Reds

分割数、値、凡例に
ついてそれぞれ設定

03｜データ分析



④小地域（重点区域）に老朽化率図が作成されました。

将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別の住宅老朽化率図（重点区域）
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STEP 02 マップの作成｜小地域別の住宅老朽化率図

03｜データ分析

重点区域



⇒高齢化率と同様の手順で、相関分析を行います。

将来の空き家発生エリアの予測｜小地域別の住宅老朽化率図（重点区域）
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03｜データ分析

STEP 03 空き家率との相関分析

・小地域ごとの住宅老朽化率について空き家率と相関分析を行います。



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜将来の空き家発生エリアの予測
空き家発生リスクのスコア化による評価と可視化

（重点区域）

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②空き家率、高齢化率、ファミリー世帯数、住宅老朽化率

02｜データ作成

03｜データ分析



将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域データをダウンロード

②空き家率.csv、高齢化率.csv、ファミリー世帯数.csv、老朽化率.csv
データを準備

⇒小地域別高齢化率図（P.86～P.88） を参照



将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）

①QGISを起動し、小地域境界データのshapeファイル、CSVファイルをマップ上へドラッグ&ドロップ
します。
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

①



将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）
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・空き家率、高齢化率、ファミリー世帯数、老朽化率のデータを結合します。

①小地域境界データを右クリック＞プロパティ＞テーブル結合タブ
をクリックします。

②「＋」ボタンを押し、これまでと同様に４つのCSVファイルを結合し、レイヤプロパティを閉じます。

03｜データ分析

STEP 01 データの結合



将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合

③小地域境界データを右クリック＞「属性テーブルを開く」を選択します。
空き家率、高齢化率、ファミリー世帯_2015、老朽化率が追加されています。

③



将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）
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03｜データ分析

STEP 02 空き地リスクスコアの算出

・高齢化率、ファミリー世帯数、老朽化率の各指標について正規化し、小地域別に合計点を算出します。

スコア＝（対象地の値）－（最小値）÷（最大値）－（最小値）
※ファミリー世帯数スコアについては、負の相関がみられるため、
スコア＝（最大値）－（対象地の値）÷（最大値）－（最小値）となります。

①小地域境界データを右クリック＞エクスポート＞地物の保存を選択し、CSVファイルとして書き出します。
②Excelなどのソフトを用いてファイルを開き、作業しやすいように
「KEY-CODE」「S_NAME」「空き家率」「高齢化率」「ファミリー世帯数」「老朽化率」以外の列を
削除します。

③重点区域を対象として、高齢化率、ファミリー世帯数、老朽化率の３項目において、正規化したスコア
を算出します。

④算出した３つのスコアを合計し、“総合スコア”とします。

⑤CSV形式でデータを書き出します。ここではファイル名を「スコア.csv」としました。



①QGISに戻り、「スコア.csv」をマップ上にドラッグ&ドロップして読み込みます。
②小地域境界データと「スコア.csv」を結合し、色塗り図を作成します。

将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）
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STEP 03 マップの作成｜空き家リスクスコア図（重点区域）

03｜データ分析

テーブル結合の設定 色塗り図の設定



将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）
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STEP 03 マップの作成｜空き家リスクスコア図（重点区域）

03｜データ分析

③空き家リスクスコア図（重点区域）が作成されました。



将来の空き家発生エリアの予測｜空き家リスクスコア図（重点区域）
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03｜データ分析

STEP 04 空き家リスクスコアとの相関分析

・小地域ごとの空き家リスクスコアついて空き家率と相関分析を行います。

⇒高齢化率と同様の手順で、相関分析を行います。



都市計画基礎調査情報の利活用を始めよう

QGISによるデータ分析の手順

分析編｜空き家の活用可能性の把握
空き家発生エリア周辺の不動産取引状況の可視化

（試行）

【分析手順】

01｜データ準備

①基礎データ

②不動産取引量データ、空き家データ

02｜データ作成

03｜データ分析



空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図
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01｜データ準備

①基礎データ
・e-Statから小地域境界データをダウンロード

⇒小地域別空き家率（P.63～P.68）参照

②不動産取引量データ、空き家データ
・不動産取引量データ（区分所有）、空き家率データ（csv形式）を準備

⇒空き家率データ（csv形式）は（P.69~p.79）を参照

・地域における空き家率とその周辺の区分所有不動産（集合住宅）の取引状況を
分析することで、地域における住宅需要を間接的に把握し空き家対策検討のため
の知見を得ることができます。



①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」
をクリックして、「無題のプロジェクト」を作成
します。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み

②

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図



02｜データ作成

③データが読み込まれ、レイヤパネルにデータが表示され、マップビューに小地域マップが表示されました。

レイヤパネル

マップビュー
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STEP 01 データの読み込み｜小地域境界データ

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図



④読み込まれたデータの「空間参照座標系（CRS）」を確認します。

レイヤウィンドウ上のレイヤ名を右クリック＞プロパティ＞ソースタブの「設定されたCRS」で対象地域
の平面直角座標（この場合、JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅸ）になっていることを確認します。

⑤確認ができたら、レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

④
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02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み｜小地域境界データ

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図



⑦メニューバー＞「レイヤ」＞「レイヤを追加」＞「CSVテキストレイヤを追加」を選択します。
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⑦

02｜データ作成

STEP 01 データの読み込み｜取引件数データ

⑥取引件数データを読み込みます。

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図



⑧ファイル名に「取引データ」を追加し、文
字コードは「Shift-JIS」を選択します。

⑨ポイント座標のX属性は「経度」、Y属性は
「緯度」を選択します。

⑧

⑩追加ボタンを押し、レイヤプロパティウィ
ンドウを閉じます。
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⑨

⑩

02｜データ作成

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

STEP 01 データの読み込み｜取引件数データ



⑪レイヤパネルに取引データテーブルが追加され、可視化されました。

⑪
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02｜データ作成｜小地域別の取引件数の可視化

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

STEP 01 データの読み込み｜取引件数データ



・取引年次が2010年のデータを抽出します。

①取引データを右クリック＞「フィルター」を
クリックします。

②クエリビルダウィンドウが開きます。

③フィールドリストの「取引年次」をダブルク
リックします。

④演算子「=」をクリックし、次に「2010」を入
力します。

⑤フィルタ式のフィールドに「“取引年次” = 
2010」が入力されていることを確認し、
「OK」ボタンを押します。

⑥マップビューには、取引年次が2010年のポイ
ントデータだけが表示されます。
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02｜データ作成

STEP 02 データの集計｜取引件数の年次別・小地域別の集計

③

⑤

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図



⑦メニューバー＞「ベクタ」＞「解析ツール」＞「ポリゴン内の点の数」を選択します。

⑧ポリゴンレイヤに「小地域境界データ」、ポイントレイヤに「取引データ」を選択し、「実行ボタン」
を押します。

⑨計算が終了したら、「閉じる」ボタンを押します。
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⑦

⑧

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

02｜データ作成

STEP 02 データの集計｜取引件数の年次別・小地域別の集計



⑩レイヤパネルに「カウント出力」レイヤ
が作成されました。

⑪「カウント出力」レイヤ右クリック＞
「属性テーブルを開く」をクリックしま
す。

⑫属性テーブルの右端に、2010年の取引件
数がカウントされた「NUMPOINTS」が作
成されていることを確認し、属性テーブ
ルを閉じます。

⑬2011年～2015年についても同様に集計し
ます。
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02｜データ作成

⑩

⑫

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

STEP 02 データの集計｜取引件数の年次別・小地域別の集計



③小地域境界データのレイヤプロパティ＞
ベクタ結合タブ＞追加ウィンドウを開きます。

④結合レイヤに「空き家率」レイヤを選択し、
結合基準の属性およびターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

⑤結合フィールドを「空き家率」にチェックを入れます。

⑥OKボタンを押します。

④

⑤

⑥
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03｜データ分析

STEP 01 データの結合｜空き家データ（CSV）と小地域境界データ（SHP）の結合

①小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。

・空き家率のCSVファイルと小地域境界データを紐づけます。

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

②続けて、前の分析で求めた小地域別の空き家デー
タのcsvファイルを、取引件数の読み込みと同じ方
法で読み込みます。



⑦右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。
⑧属性テーブルの一番右の列に「空き家率」が追加されているのを確認します。

⑧

・空き家率の属性が結合されているか確認をします。
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03｜データ分析

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

STEP 01 データの結合｜空き家データ（CSV）と小地域境界データ（SHP）の結合



・まず、小地域別の取引件数と空き家率のデータを
CSVファイルとしてエクスポートします。

①「カウント出力」レイヤ右クリック＞「エクス
ポート」＞「地物の保存」をクリックします。

②形式を「カンマで区切られた値［CSV］」、ファ
イル名は「取引データ関連統合」として保存先を
指定し、CRSは「JGD2000/Japan Plane Rectangular 
CS Ⅸ」、文字コードを「Shift_JIS」設定します。

③「OK」ボタンを押します。
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03｜データ分析

STEP 02 データの分類

①

②

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

・ここでは、小地域別に空き家率と取引件数が市の
全域の平均と比べたときの大小関係の組合せで
地域を分類します。

③



・空き家率、取引件数の組み合わせで小地域別を4つのカテゴリに分類します。

④Excelなどのソフトを用いてファイルを開き、作業しやす
いように「KEY-CODE」「S_NAME」「2010～2015年の取
引件数」「空き家率」の列を残します。

⑤2010～2015年の取引件数を小地域別に平均を算出し、小
地域別の空き家率・取引件数について全市域の平均値と
の大小関係で分類します。

⑥上記について、空き家率・取引件数の組み合わせで小地
域を分類します。
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03｜データ分析

STEP 02 データの分類

⑤ ⑥

⑦CSV形式でデータを書き出します。ここではファイル名を「空き家取引量分類.csv」としました。

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

地域の空き家発生状況とマンション等の取引状況

から空き家発生地域の需要状況を組み合わせ分類

①空き家率高・取引件数高：需要が高いが供給とのミスマッチ

②空き家率低・取引件数低：需要・供給ともに低く安定

③空き家率高・取引件数低：住宅の供給を減らす・撤退など

④空き家率低・取引件数高：住宅供給が不足



①QGISに戻り、「空き家取引量分類.csv」をマップ上にドラッグ&ドロップして読み込みます。
②小地域境界データと「空き家取引量分類.csv」を結合し、色塗り図を作成します。
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STEP 03 マップの作成｜空き家率と取引件数による分類図

03｜データ分析

テーブル結合の設定 色塗り図の設定

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図



③空き家率と取引件数による分類図が作成されました。
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03｜データ分析

重点区域

空き家の活用可能性の把握｜空き家率と取引件数による分類図

STEP 03 マップの作成｜空き家率と取引件数による分類図


